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鈴
木
敏
弘
氏
（
史
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昨
年
（
二
〇
〇
四
年
）
七
月
開
催
さ
れ
た
「
史
学
科
創
立
二
〇
周
年
大
会
」
は
、
学
長
の
ご
臨
席
を
は
じ
め
、
多
く
の
新
旧
教
職

員
お
よ
び
卒
業
生
が
参
集
し
、
賑
や
か
で
楽
し
く
、
ま
た
意
義
の
あ
る
会
と
し
て
成
功
裡
に
終
了
し
た
が
、
そ
の
際
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
設
定
さ
れ
た
「
卒
業
生
の
研
究
発
表
」
の
と
こ
ろ
で
、「
荘
園
制
の
成
立
と
荘
園
整
理
令
」
と
題
し
て
発
表
し
た
第
一
回
卒
業
生

の
鈴
木
敏
弘
氏
が
、
此
の
度
法
政
大
学
か
ら
学
位
（
博
士
〈
歴
史
学
〉
）
を
授
与
さ
れ
た
と
聞
き
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
学
位
論
文
が
此
の
度
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
も
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。 

 

史
学
科
が
迎
え
た
最
初
の
入
学
生
で
あ
る
第
一
回
生
に
対
し
て
は
、
私
達
教
員
や
職
員
も
か
な
り
張
切
っ
て
対
応
し
た
と
の
記
憶

が
、
い
ま
、
当
時
を
振
り
返
れ
ば
強
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
第
一
回
生
の
方
に
も
強
く
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昨
年
の

「
史
学
科
創
立
二
〇
周
年
大
会
」
で
再
会
し
た
多
く
の
第
一
回
卒
業
生
が
、
今
日
各
界
の
第
一
線
で
責
任
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 
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そ
う
し
た
中
の
一
人
に
鈴
木
氏
も
お
り
、
此
の
度
の
快
挙
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
こ
こ
で
は
氏
に
対
す
る
お
祝
い
の

意
味
を
含
め
て
、
理
解
し
て
い
る
範
囲
で
、
こ
れ
ま
で
の
氏
の
学
問
的
業
績
の
跡
を
簡
単
に
紹
介
し
て
み
た
い
。 

 

氏
は
在
学
中
、
お
も
に
阿
部
猛
教
授
の
ゼ
ミ
に
出
席
し
、
古
代
史
・
中
世
史
を
勉
強
し
、
卒
業
論
文
も
阿
部
教
授
に
提
出
し
た
。

卒
業
論
文
の
題
目
は
『
美
濃
国
に
お
け
る
封
建
制
の
成
立
と
展
開
』
で
あ
る
。
卒
業
後
は
法
政
大
学
大
学
院
に
進
み
、
中
野
栄
夫
教

授
を
指
導
教
授
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
ま
た
、
同
大
学
院
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
大
学
時
代
の
恩
師
阿
部
猛
教
授
に
も
引
き

続
き
教
え
を
受
け
、
同
大
学
院
の
修
士
課
程
・
博
士
課
程
を
修
了
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
院
在
学
中
お
よ
び
修
了
後
、
今
日
に
至
る

ま
で
、
数
多
く
の
著
書
・
論
文
を
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
お
も
な
業
績
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

著
書 

 

①
『
絵
で
見
る
年
表
足
立
風
土
記
』（
共
著
）
足
立
風
土
記
編
さ
ん
委
員
会
編
、
足
立
区
教
育
委
員
会
発
行
（
平
成
四
年
三
月

刊
） 

 

②
『
護
国
寺
史
』（
共
著
）
中
野
栄
夫
編
、
護
国
寺
発
行
（
平
成
八
年
四
月
刊
） 

 

③
『
江
東
区
史
』
上
巻
（
共
著
）
江
東
区
役
所
発
行
（
平
成
九
年
三
月
刊
） 

 

④
『
葛
西
氏
と
そ
の
時
代
』（
共
著
）
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
編
、
崙
書
房
発
行
（
平
成
九
年
十
二
月
刊
） 

 

⑤
『
葛
西
氏
の
研
究
』（
共
著
）
入
間
田
宣
夫
編
、
名
著
出
版
発
行
（
平
成
十
年
五
月
刊
） 

 

⑥
『
関
東
地
域
史
研
究
』
第
一
輯
（
共
著
）
白
川
部
達
夫
編
、
文
献
出
版
発
行
（
平
成
十
年
十
月
刊
） 

 

⑦
『
隅
田
川
の
伝
説
と
歴
史
』
（
共
著
）
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
編
、
東
京
堂
出
版
発
行
（
平
成
十
二
年
六
月
刊
） 

 

⑧
『
日
本
中
世
の
政
治
と
社
会
』（
共
著
）
、
中
野
栄
夫
編
、
吉
川
弘
文
館
（
平
成
十
四
年
九
月
刊
） 
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⑨
『
日
本
統
治
下
台
湾
の
支
配
と
展
開
』
（
共
著
）
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
台
湾
史
研
究
部
会
編 

中
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
発
行
（
平
成
十
六
年
三
月
刊
） 

 

⑩
『
中
世
成
立
期
の
荘
園
と
都
市
』
（
単
著
）
東
京
堂
出
版
発
行
（
平
成
十
七
年
五
月
刊
）。
な
お
、
同
著
書
は
学
位
論
文
を
刊
行

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
評
は
阿
部
猛
元
教
授
に
よ
り
本
誌
本
号
に
別
掲
さ
れ
て
い
る
。 

論
文 

 

①
「
下
総
国
葛
西
御
厨
の
成
立
と
伝
領
」『
日
本
社
会
史
研
究
』
二
十
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
八
月
） 

 

②
「
摂
関
期
に
お
け
る
一
受
領
の
功
過
定
と
そ
の
生
涯
」『
法
政
史
学
』
四
十
六
号
（
平
成
六
年
六
月
） 

 

③
「
荘
園
整
理
令
下
の
在
地
情
勢
と
そ
の
認
識
」
『
史
潮
』
新
三
十
五
号
（
平
成
六
年
六
月
） 

 

④
「
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
十
月
二
日
条
の
解
釈
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
隅
田
宿
の
位
置
を
中
心
に
」
『
日
本
社
会
史
研
究
』
三
十
四

号
（
平
成
六
年
六
月
） 

 

⑤
「
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
―
花
山
天
皇
期
の
政
権
構
造
―
」
『
法
政
史
学
』
五
十
号
（
平
成
十
年
三
月
） 

 

こ
の
他
、
学
会
で
の
口
頭
発
表
、
学
会
参
加
記
、
書
評
な
ど
も
多
く
数
え
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

 

な
お
、
鈴
木
氏
は
現
在
法
政
大
学
非
常
勤
講
師
を
勤
め
る
と
と
も
に
小
金
井
市
史
編
集
委
員
を
も
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、

氏
の
今
後
に
お
け
る
精
進
と
活
躍
を
期
待
し
た
い
。 

（
二
〇
〇
五
年
九
月
） 

 


